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３
７
３
円
、
蕨
戸
田
衛

生
セ
ン
タ
ー
で
の
処
分

費
を
合
わ
せ
る
と
８
３

５
円
か
か
っ
て
い
る
。

今
回
の
改
定
で
は
、
粗

大
ご
み
の
収
集
運
搬
費

等
に
係
る
経
費
分
を
受

益
者
負
担
と
し
て
見
直

し
、
ま
た
、
利
便
性
向

上
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け

る
粗
大
ご
み
収
集
券
の

販
売
も
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。
収
集
運
搬
費

等
の
１
点
当
た
り
３
７

３
円
に
コ
ン
ビ
ニ
で
の

販
売
手
数
料
そ
の
他
経

費
を
加
え
る
と
約
４
０

０
円
と
な
り
、
こ
の
額

を
根
拠
と
し
て
い
る
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

粗
大
ご
み
に
係
る
処
理

手
数
料
に
つ
い
て
、
受
益

者
負
担
の
見
直
し
や
、
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
粗
大
ご
み
収
集

券
販
売
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
本
年
９
月
１
日
か

ら
、
１
点
に
つ
き
２
０
０

円
か
ら
４
０
０
円
に
改
定

す
る
も
の
で
す
。

質　
疑

Ｑ

定
の
経
緯
と
、
額

の
根
拠
は
。

県
内
一
豊
か
な
財
政
を
生

か
せ
ば
、
処
理
経
費
は
十

分
に
捻
出
で
き
る

現
在
、
収
集
券
の
販
売

枚
数
は
約
10
万
枚
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
40

円
の
手
数
料
を
支
払
う
と

い
う
こ
と
で
、
つ
ま
り
４

０
０
万
円
で
収
集
券
販
売

店
の
拡
大
は
で
き
る
。
条

例
の
目
的
に
沿
っ
て
、
市

民
が
安
価
で
気
軽
に
粗
大

ご
み
等
を
処
理
で
き
る
環

境
を
継
続
す
る
こ
と
が
重

要
。
県
内
一
豊
か
な
財
政

を
生
か
せ
ば
、
粗
大
ご
み

の
処
理
経
費
は
十
分
に
捻

出
で
き
る
。

収
集
券
販
売
店
を
拡
大

す
る
こ
と
は
賛
同
で
き
る

が
、
受
益
者
負
担
の
考
え

の
も
と
、
手
数
料
を
値
上

げ
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

Ａ
　
戸
田
市
で
は
、
平
成

12
年
９
月
よ
り
処
理
手

数
料
を
有
料
化
し
、
１

点
当
た
り
２
０
０
円
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
後
、
市
の

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を

増
す
中
で
、
手
数
料
の

額
が
一
度
も
改
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
他
自

治
体
に
比
べ
低
廉
な
額

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、「
受
益
者
負
担
の

見
直
し
方
針
」
に
基
づ

き
、
利
用
者
に
相
応
の

負
担
を
お
願
い
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
。

額
の
根
拠
は
、
粗
大

ご
み
の
収
集
か
ら
処
理

ま
で
の
経
費
の
過
去
３

年
間
の
平
均
を
算
出
し
、

１
点
当
た
り
の
単
価
に

換
算
す
る
と
、
収
集
運

搬
費
等
に
係
る
経
費
が

３
月
定
例
会
は
２
月
22
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
33
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
48
件
と
、
議
員

提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。
ま
た
、
９
議
案
に
対
し
延
べ
22
人
の
議
員
が

質
疑
し
、
議
案
４
件
に
対
し
、
８
人
の
議
員
が
討
論
を
行

う
基
本
原
則
か
ら
す
る
と
、

こ
う
し
た
多
額
の
余
剰
金

が
あ
る
の
な
ら
ば
、
市
民

生
活
に
還
元
す
べ
き
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

※
２
・
３
ペ
ー
ジ
の
予
算

マ
ッ
プ
、
及
び
本
ペ
ー

ジ
の
一
般
会
計
予
算
の

内
訳
参
照
。

質　
疑

Ｑ

Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公

開
番
組
「
新
・
Ｂ

Ｓ
日
本
の
う
た
」
を
実

施
す
る
経
緯
は
。

Ａ
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
、
風
俗
、

習
慣
、そ
こ
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
や
町
の
息
吹

な
ど
、
地
域
の
情
報
を

放
送
を
通
じ
て
全
国
に

伝
え
、
地
域
の
皆
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

催
し
物
と
し
て
「
全
国

放
送
公
開
番
組
」を
行
っ

大
き
な
市
民
負
担
増
と
な

ら
な
い
範
囲
で
市
民
の
利

便
性
が
向
上

粗
大
ご
み
は
、
そ
の
排

出
量
が
個
人
や
家
庭
の
生

活
様
式
に
大
き
く
依
存
す

る
。
応
分
の
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
市
民
負
担
の
公

平
性
確
保
に
つ
な
が
る
。

現
行
の
処
理
手
数
料
は
県

内
の
市
の
中
で
最
も
低
い

額
で
あ
り
、
こ
れ
を
４
０

０
円
に
改
定
し
、
併
せ
て

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
収
集
券
の
24
時
間
販
売

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
の
持
ち
出
し
は
約
６
４

０
０
万
円
か
ら
約
４
８
０

０
万
円
に
縮
減
さ
れ
る
。

蕨
市
、
川
口
市
の
例
を
見

れ
ば
、
今
回
の
手
数
料
改

定
に
よ
り
、
戸
田
市
で
も

粗
大
ご
み
の
排
出
抑
制
が

予
想
さ
れ
る
。
大
き
な
市

民
負
担
増
と
な
ら
な
い
範

囲
で
市
民
の
利
便
性
向
上

が
図
ら
れ
る
今
回
の
改
正

は
妥
当
で
あ
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

て
お
り
、
周
年
記
念
等

に
お
い
て
文
化
振
興
な

ど
を
目
的
に
、
自
治
体

か
ら
の
申
請
を
受
け
計

画
を
し
て
い
く
。
昨
年

６
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
公

開
番
組
の
案
内
を
受
け
、

８
月
に
申
請
を
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
全
国
か
ら

の
申
請
を
調
整
し
、
本

年
９
月
22
日
に
文
化
会

館
に
お
い
て
「
新
・
Ｂ
Ｓ

日
本
の
う
た
」
の
収
録

を
行
う
こ
と
で
決
定
し

た
と
の
通
知
を
受
け
た
。 

利
用
者
の
生
活
へ
の
配
慮

を
欠
い
た
値
上
げ
に
反
対

歳
入
に
お
い
て
、
保
育

園
保
育
料
、
１
０
０
％
受

益
者
負
担
の
原
則
の
下
、

値
上
げ
さ
れ
た
埼
京
線
３

駅
自
転
車
駐
車
場
利
用
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
利

用
者
の
生
活
へ
の
配
慮
を

欠
い
た
値
上
げ
は
、
市
が

求
め
る
「
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
」と
逆
行
す
る
。

歳
出
に
お
い
て
、
①
上

い
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問
で
は
、
会
派
を
代

表
し
て
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３

日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議
員
が
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

3月
定例会
3月
定例会

平成28年

2月22日～3月25日

歳
出
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
、

及
び
財
政
調
整
基
金
の
積

立
金
の
増
額
。
歳
入
で
は
、

市
税
及
び
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
額
、
並
び
に
前

年
度
繰
越
金
等
を
見
込
ん

だ
も
の
で
す
。

多
額
の
余
剰
金
は
市
民
生

活
に
還
元
す
べ
き

平
成
27
年
度
は
「
財
政

が
厳
し
い
」「
数
年
来
、

値
上
げ
を
行
っ
て
い
な
い
」

「
受
益
者
負
担
に
よ
る
公

平
性
」
な
ど
を
理
由
に
、

保
育
料
、
自
転
車
駐
車
場

の
登
録
手
数
料
の
値
上
げ

が
決
定
さ
れ
、
多
く
の
市

民
か
ら
値
上
げ
反
対
の
意

見
が
あ
っ
た
。
今
回
の
補

正
予
算
の
基
金
積
立
総
額

は
21
億
１
２
０
０
万
円
に

も
上
る
。
地
方
自
治
の
役

割
で
あ
る
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
努
め
る
」
と
い

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

■ 一般会計予算　　４７２億５３００万円
■ 特別会計予算　　２５２億６２５１万円（１２特別会計の合計額）

■ 水道・下水道事業の予算

▼ 平成２8年度予算のあらまし（千円単位は切り捨て）

※一般会計予算の内訳は、5ページをご覧ください
※収益的収支…水道水の供給や下水の処理にかかる収入と支出
※資本的収支…配水管や浄水施設、下水道管やポンプ場の建設更新などにかかる
　　　　　　　収入と支出

項　　　目 水道事業会計 下水道事業会計

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

２５億６７９２万円

２５億３７７４万円

３８４８万円

１２億２６３７万円

２６億３５５７万円

２６億３５５７万円

９億  ９４０万円

１６億４３８５万円

▼ 歳 入（収入源）

▼ 歳 出（支出先）

※百万円単位以下は四捨五入

民　生　費
２１８億5千万円

46.2％

教育費
５２億円
11.0％

土木費
４９億
７千万円
10.5％

総務費
４９億
７千万円
10.5％

衛生費
38億
5千万円
8.2％

3.2
％

5.3
％

5.1
％

消防費
14億9千万円

公債費
24億8千万円

その他
24億4千万円
(議会費0.8％)

市　　　税
２７４億６千万円
58.1％

国庫支出金
79億5千万円
16.8％

4.4
％

5.2％ 4.2
％
4.1
％

地方消費税交付金
20億円

県支出金
24億7千万円

市　　債
20億2千万円

諸　収　入
19億5千万円

その他
34億円
7.2％

【一般会計予算　４７２億５３００万円の内訳】

本
田 

哲
　
　
議
員

反対討論

花
井 

伸
子
　
　
議
員

反対討論

花
井 

伸
子
　
　
議
員

反対討論

真
木 

大
輔
　
　
議
員

賛成討論 改

N

廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

な
い
。


